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30.	 山岡俊英　2020　状況を生きるからだ～自身のプロセスに深く　The	
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木ゼミ卒業論文の概観　日本人間性心理学会第39回大会プログラム・発表論
文集,	48.
2.	 伊藤研一　2020　大会主催ワークショップ：やさしいフォーカシング─対人
援助職に役立ちます　日本人間性心理学会第39回大会プログラム・発表論文
集,	27.
3.	 久羽	康　2020　学会奨励賞受賞記念講演：臨床と有機体、主体、応答性　
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用いた対人援助職支援の試み　第49回日本心身医学会近畿地方会演題抄録,　
－191－
53(1),	76.
7.	 池見　陽　2015　心のメッセージを聴くために　日本糖尿病教育・看護学会
誌,	19(1),	38-41.
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126.
12.	 伊藤義美　2015　ぎふ・長良川フォーカシング・ワークショップの実践：長
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18.	 伊藤研一・西澤善子　2017　主体から切り離された身体感覚とフェルト・セ
ンス　学習院大学人文科学研究所「人文」,	15,	57-69.
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32.	 松本	剛・小橋洋子　2017　小学校教育におけるフォーカシング活動の効果検
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稿研究に向けて　関西大学東西学術研究所紀要,	51,	A79-A100.
34.	 三宅麻希　2013　クライエントにとって意外な気づきを促したフォーカシング
セッションでの応答の一例─フォーカシングにおけるセラピストの応答の機能
についての一考察─　四天王寺大学紀要,	56,	23-32.
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一考察　四天王寺大学紀要,	60,	179-190.
36.	 宮本一平　2014　JournalingとInterpersonal	Process	Recallを応用して自ら
を振り返り理解を深める試み　関西大学臨床心理専門職大学院紀要「サイコ
ロジスト」,	4,	63-70.
37.	 村上博志　2013　グループ・フォーカシングの特徴に関する研究─参加者の
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50.	 竹端佑介・後和美潮　2016　大学生の過剰適応とフォーカシング的態度、身
体感覚及び精神的健康との関連性について　学校保健研究,	58(1),	25-32.
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52.	 竹下健太　2013　フォーカシングと筆記開示法の統合の試み（前編）　平成
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53.	 竹谷美佐子　2013　舞踏の稽古における身体の組織化とフォーカシング　舞
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56.	 田村眞由美・得丸智子　2016　質的研究におけるTAE（Thinking	At	the	
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連性と異同に着目して　九州産業大学大学院臨床心理センター「臨床心理学
論集」,	13,	27-33.
59.	 上淵真理江　2017　電話フォーカシングによる社交不安症の大学生との面接
過程　共立女子短期大学文科紀要,	60,	1-12.
60.	 上村英生　2018　フォーカシングとTAEを使って書き記すことによる社会の
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校臨床心理学研究」,	15,	41-55.
61.	 山形碧子　2017　ピアノ演奏における体験過程：曲理解の推進とフェルトセ
ンス　関西大学臨床心理専門職大学院紀要「サイコロジスト」	,	7,	101-109.
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大学心理相談センター紀要,	7,	9-47.
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64.	 矢野キエ　2017　体験過程を推進させる応答：機能する応答としない応答、
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（人間学部篇）	,	16,	33-42.
C.学会発表
1.	 阿世賀浩一郎　1995　Gendlinの体験過程理論によるalexithymia概念の拡張
およびその治療的面接場面への適用の実際　心身医学,	35(5)(第70回日本心
身医学会関東地方会演題抄録）,	431.
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D.翻訳
〔該当文献なし〕
E.海外文献紹介
〔該当文献なし〕
F.書評
〔該当文献なし〕
第Ⅲ部：ベーシック・エンカウンター・グループ
「第Ⅲ部：ベーシック・エンカウンター・グループ」には関連文献のうち、ベー
シック・エンカウンター・グループ、パーソン・センタード・アプローチなど
のパーソンセンタードなオリエンテーションにもとづくグループ・アプロー
チ、「ファシリテーター」「グループ・プロセス」などの基礎概念、歴史、人物
等が論じられているものを収録した2。
2020年の概要は次のとおりである。「A.書籍」は１本で単行本であった。「B.研
究論文」は14本で、そのうち１本が特集であった。「C.学会発表」は８本であっ
た。「D.翻訳」はなかった。「E.海外文献紹介」はなかった。「F.書評」はなかった。
2020年における「ベーシック・エンカウンター・グループ」の特徴は、この
領域の実践と研究を推進してきた人間関係研究会創立50周年記念書籍である
A-1、および同会の学会賞受賞記念シンポジウムの記録であるB-9が刊行された
ことであろう。
A-1は、前述のように人間関係研究会創立50周年を記念して刊行された書籍
である。本書は２分冊構成で、初学者を読者に想定し、基本概念等を概説した
上で、その展開を紹介した「学びの書」と、後述の昨年の日本人間性心理学会
での学会賞受賞記念シンポジウムの収録と人間関係研究会ホームページのコラ
ムに会員が寄せたコラムを中心とした「出会いの書」による。これまで同研究
会が開拓してきたエンカウンター・グループの実践と研究があればこその書籍
であり読み応えがある。その歩みも年表として収録されており、資料的価値も
高い１冊である。
B-13は、昨年の日本人間性心理学会での学会賞受賞記念シンポジウムを元と
した特集である。わが国の人間性心理学のおけるエンカウンター・グループの
重要性、その実践と研究への人間関係研究会の貢献が認められたことによる学
会賞受賞であり、今後の同会の活動の発展が期待される。
なお、2020年は「人間性心理学研究」に７本（B-1、B-5、B-6、B-7、B-8、
2　	なお、体験過程療法に特化したグループ・アプローチは、第Ⅱ部へ収録されている。
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B-9、B-13）、関連文献が掲載された。
A.書籍
1.	 人間関係研究会監修伊藤義美・松本	剛・山田俊介・坂中正義・本山智敬編
著　2020　エンカウンター・グループの新展開─自己理解を深め他者とつな
がるパーソンセンタード・アプローチ─　木立の文庫
学びの書─考え方と実践─
第Ⅰ部　エンカウンター・グループとは何か?
第１章　エンカウンター・グループの概要とこれまで
第２章　エンカウンター・グループの構造とプロセス
第３章　エンカウンター・グループの今日的意義と適用
第４章　エンカウンター・グループと他のアプローチ
第５章　エンカウンター・グループの研究法と研究動向
第Ⅱ部　エンカウンター・グループの多様な展開
第１章　エンカウンター・グループの諸側面
第２章　さまざまなエンカウンター・グループ
第３章　トレーニングとしてのエンカウンター・グループ
第４章　現代社会とエンカウンター・グループ
出会いの書──対話とメッセージ（タテ組み）
第Ⅲ部　エンカウンター・グループの未来を拓く─学会賞受賞記念シン
ポジウムから─
はじめに
シンポジスト１　人間関係研究会は、生きるエネルギーでした
シンポジスト２　時代とエンカウンター・グループ、そして変わら
ぬもの
シンポジスト３　エンカウンター・グループのこれからについて考
える
指定討論　人間関係研究会の歩み五十年に寄せて
まとめ　次代への継承を期して
総括討論　エンカウンター・グループのフロンティアを探る
第Ⅳ部　一人ひとりの物語─パーソンセンタード・アプローチの声をつ
むぐ
B.研究論文
1.	 畠瀬直子　2020　シンポジウム	2019　人間性心理学研究,	38(1),	5-6.
2.	 廣瀬真由美　2020　看護基礎教育における継続的PCAグループの適用と効果
の検討─社会人基礎力の育成と評価─　東亜大学大学院総合学術研究科「東
亜臨床心理学研究」	,	19,	148-149.
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3.	 廣瀬真由美　2020　看護基礎教育における継続的PCAグループの適用と効果
の検討─社会人基礎力の育成と評価─　東亜大学大学院総合学術研究科修
士論文
4.	 作田信子　2020　九十九里のエンカウンターでの体験　日本カウンセリング
研究会本部2019年度会報「ゆすらうめ」,	6-7.
5.	 松本	剛　2020　序文　人間性心理学研究,	38(1）,	1-3.
6.	 三國牧子　2020　グループと人間性心理学　人間性心理学研究,	38(1),	65-69.
7.	 森岡正芳　2020　他者と出会うこと─エンカウンター・グループの持続する
時間─　人間性心理学研究,	38(1),	23-28.
8.	 本山智敬　2020　エンカウンター・グループの今後の展開に向けて　人間性
心理学研究,	38(1),	15-22.
9.	 日本人間性心理学会編　2020　特集１：第13回学会賞シンポジウム「未来を
紡ぐ人間関係研究会の歩み」　人間性心理学研究,	38(1),	1-28.
序文（松本	剛）
シンポジウム	2019（畠瀬直子）
時代の変化とエンカウンター・グループ、そして変わらぬもの─人間関係
研究会第二世代として─（高松　里）
エンカウンター・グループの今後の展開に向けて（本山智敬）
他者と出会うこと─エンカウンター・グループの持続する時間─（森岡正芳）
10.	 日本カウンセリング研究会本部　2020　エンカウンター・グループに参加し
ての感想　日本カウンセリング研究会本部2019年度会報「ゆすらうめ」,	8.
11.	 野島一彦・坂中正義　2020　わが国の「集中的グループ経験」と「集団精神
療法」に関する文献リスト（2019）　跡見学園女子大学附属心理教育相談所
紀要,	16,	3-29.
12.	 作田信子　2020　「エンカウンター・グループ（九十九里）」に参加して　日
本カウンセリング研究会本部2019年度会報「ゆすらうめ」,	5.
13.	 高松　里　2020　時代の変化とエンカウンター・グループ、そして変わらぬ
もの─人間関係研究会第二世代として─　人間性心理学研究,	38(1),	7-13.
14.	 吉田由美・重松初代香・原口淑子・古谷	浩・中山幸輝・村山正治　2020　看
護学生の入学初期に実施した１泊２日のPCAGの効果測定と今後の課題─過
去３年分のデータをもとに─　東亜大学大学院総合学術研究科「東亜臨床心
理学研究」	,	19,	43-48.
C.学会発表
1.	 金子周平・古賀なな子　2020　ファシリテーター訓練におけるメンバー体験
と体系的訓練の効果の比較　日本人間性心理学会第39回大会プログラム・発
表論文集,	64.
2.	 松井幸太　2020　自然体験活動を通したエンカウンターグループにおける成
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長と課題─参加者の体験過程と中途離脱者の体験過程に着目して─　日本心
理臨床学会第39回大会発表論文集,	85.
3.	 松本	剛・三國牧子　2020　大会主催ワークショップ：ベーシックエンカウン
ターグループ　日本人間性心理学会第39回大会プログラム・発表論文集,	31.
4.	 新村信貴　2020　家族エンカウンター・グループの機能と経年参加者のニー
ズに関する一考察─自然な対話と成長への気付き─　日本人間性心理学会第
39回大会プログラム・発表論文集,	49.
5.	 大谷桃子　2020　青年期女性における生きづらさを話し合う会の実践と検討　
日本人間性心理学会第39回大会プログラム・発表論文集,	54.
6.	 山郷志乃美　2020　エンカウンター・グループにおける自己変容に寄与した
体験の検討─体験記録を分析して─　日本人間性心理学会第39回大会プログ
ラム・発表論文集,	53.
7.	 清水幹夫　2020　大会主催ワークショップ：自己生成プロセスワーク─パー
ソンセンタードセラピストを志向する方々のために─　日本人間性心理学会
第39回大会プログラム・発表論文集,	29.
8.	 首藤和佳子・小池有紀・内田尚宏　2020　エンカウンター・グループの事前
準備における幹事の役割に関する一考察　日本心理臨床学会第39回大会発表
論文集,	287.
D.翻訳
〔該当文献なし〕
E.海外文献紹介
〔該当文献なし〕
F.書評
〔該当文献なし〕
付：同リスト（〜2019）
「第Ⅲ部：ベーシック・エンカウンター・グループ」の追録
A.書籍
1.	 國分久子監修國分康孝著　2018　構成的グループエンカウンターの理論と方
法：半世紀にわたる研究成果と継承　金子書房
まえがき
序　章　私の人生にＳＧＥはどう生かされたか
第１章　エンカウンターの意味
第２章　自己開示とシェアリング
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第３章　ＳＧＥの思想と理論的背景
第４章　ＳＧＥの方法と技法
第５章　教育カウンセラーにとってのＳＧＥ
第６章　子どもにとってのＳＧＥ
第７章　ＳＧＥリーダーの心得
第８章　教育カウンセリング理論とＳＧＥ
第９章　ＳＧＥ後継者へ捧ぐ──ＳＧＥ理論総説
あとがき
B.研究論文 
1.	 松井幸太　2019　自然体験活動を通したエンカウンターグループの試み：参
加者のふりかえりと自己成長性および自己効力感からの検討　関西国際大学
研究紀要,	20,	109-126.
2.	 松本千尋　2019　非構成的エンカウンターグループ参加体験の報告と考察　
跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀要,	15,	79-84.
3.	 三浦文子　2019　既知集団の大学生を対象とした授業での構成的エンカウン
ター・グループに関する一考察：プログラムとプロセスの視点から　文教大
学「人間科学研究」,	40,	13-24.
4.	 水野邦夫・中地展生他　2018　構成的グループ・エンカウンターへの満足度
と感情変化について─自発参加・単発型の場合─　カウンセリング研究（増
刊号) ,	51,	35.
5.	 村山正治	2009	いじめの予防：ポシティブフィードバックの意義─PCAグルー
プからのアプローチ　子どもの心と学校臨床,	11,	遠見書房.
6.	 西野秀一郎　2018　臨床心理士を目指す大学院生の継続型ベーシック・エン
カウンター・グループ体験による心理的効果の研究─アイデンティティの模
索の促進に焦点を当てて─　跡見学園女子大学附属心理教育相談室紀要,	14,	
67-79.
7.	 西野秀一郎・高橋由梨他　2019　自己生成プロセスワーク体験の報告と考察　
跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀要,	15,	57-70.
8.	 野島一彦　2018　三タイプのエンカウンター・グループについての検討　跡
見学園女子大学附属心理教育相談所紀要,	14,	3-8.
9.	 野島一彦　2019　エンカウンター・グループにおけるファシリテーターの事例
研究（1980）　野島一彦教授日本心理臨床学会学会賞受賞記念誌,	30-50.
10.	 野島一彦　2019　エンカウンター・グループ・プロセス論（1982）　野島一彦
教授日本心理臨床学会学会賞受賞記念誌,	51-64.
11.	 野島一彦　2019　エンカウンター・グループにおける個人過程─概念化の試
み─（1983）　野島一彦教授日本心理臨床学会学会賞受賞記念誌,	65-73.
12.	 野島一彦　2019　エンカウンター・グループ研究の三本柱を語る　野島一彦
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教授日本心理臨床学会学会賞受賞記念誌,	75-81.
13.	 野島一彦　2019　「３タイプのエンカウンター・グループ・シリーズ体験プロ
グラム」の実践と検討　跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀要,	15,	3-7.
14.	 大橋佳奈　2018　ベーシック・エンカウンター・グループ体験の報告と考察　
跡見学園女子大学附属心理教育相談室紀要,	14,	123-135.
15.	 大脇百合子　2007　看護職者の職場内エンカウンター・	グループにおける体
験	─グループ参加者の気持ちの変化に着目して─　日本看護管理学会誌,	
11(1),	20-29.
16.	 櫻井信也　2018　エンカウンター・グループの発達的、治療的意義─あるグ
ループの事例を通して─　神奈川県立外語短期大学紀要	総合編,	28,	63-77.
17.	 山口豊一・山本絵梨他　2019　中学生に対する構成的グループ・エンカウン
ターを用いた効果研究─固定化された人間関係において─　跡見学園女子大
学附属心理教育相談所紀要,	15,	43-56.
18.	 鑓水翔太　2019　ベーシック・エンカウンター・グループ体験の報告と考察　
跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀要,	15,	85-90.
19.	 鑓水翔太　2019　学習塾講師を対象とした構成的グループエンカウンターに
よる自尊感情育成の研究　跡見学園女子大学心理学部紀要,	1,	143-152.
C.学会発表
1.	 日本人間性心理学会第37回大会　2018　ワークショップ：３タイプのエンカ
ウンター・グループ・ファシリテーターの理論と実際　日本人間性心理学会
第37回大会プログラム・発表論文集,	32.
講師（野島一彦）
2.	 野島一彦　2018　３タイプのエンカウンター・グループについての検討　日
本集団精神療法学会第35回大会抄録集,	34-35.
3.	 野島一彦　2019　３タイプのエンカウンター・グループをシリーズとして体験
するプログラムの実践と検討　日本集団精神療法学会第36回大会抄録集,	36.
D.翻訳
〔該当文献なし〕
E.海外文献紹介
〔該当文献なし〕
F.書評
1.	 神田橋條治　2015	「村山正治編著　2014『「自分らしさ」を認めるPCAグルー
プ入門─新しいエンカウンターグループ法─』	創元社」	こころの科学,	181,	日
本評論社,	103.
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第Ⅳ部：その他
「第Ⅳ部：その他」には関連文献のうち、親子関係・家庭生活、教育・学習（学
生中心の教授法や人間中心の教育など）等の来談者中心のオリエンテーション
の広がりやその基礎概念、歴史、人物等、また、表現療法などのこれまでの３
部には分類されないものを収録した。
2020年の概要は次のとおりである。「A.書籍」は１本で単行本であった。「B.研
究論文」は３本で、そのうち１つが特集であった。「C.学会発表」は４本で、
そのうち３つがシンポジウムであった。「D.翻訳」はなかった。「E.海外文献紹
介」はなかった。「F.書評」	はなかった。
2020年における「その他」の特徴は、長年、学校臨床心理士ワーキンググ
ループ代表であった村山正治氏の代表退任記念講演を軸としたスクールカウン
セリングに関わる論文集であるA-1が刊行されたことであろう。50年にわたる
学校臨床から生み出されていた氏独自のPCAグループやPCAGIPといった実践
や個々人を大切にするという哲学に裏打ちされたグループ観、組織観（これが
まさにパーソンセンタード・アプローチの視座といえよう）からの学校臨床が
いきいきと立ち現れてくる良書である。
A.書籍
1.	 村山正治　2020　スクールカウンセリングの新しいパラダイム─パーソンセ
ンタード・アプローチ、PCAGIP、オープンダイアローグ─　遠見書房
第１章　スクールカウンセリングのパラダイム論
第２章　パーソンセンタード・アプローチとオープンダイアローグの出会い
から生まれてきたもの─21世紀のあたらしい心理臨床のパラダ
イムを求めて
第３章　学校におけるPCAグループの実践と展開
第４章　グループワークとしての新しい事例検討：PCAGIP法入門
第５章　心理臨床家養成における実践家－科学者モデルはうまく機能して
いるか
第６章　連携をキーワードにみるSC事業の新しい展開への序曲的メモ
第７章　いじめの予防：ポシティブフィードバックの意義─PCAグループ
からのアプローチ
第８章　新しいスクールカウンセラー：チーム学校をめぐって
第９章　スクールカウンセラーの創成期から未来に向けて
B.研究論文
1.	 南	陽子・村山正治・並木崇浩　2020　第３回PCAGIPネットワーク大会シン
ポジウム─PCAGIP法・ファシリテーター論・実践上の工夫─　東亜大学大
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学院総合学術研究科「東亜臨床心理学研究」	,	19,	107-121.
企画者（村山正治・並木崇浩・南	陽子）
話題提供者（渡辺	隆・押江	隆・岩渕匡彦・南	陽子）
指定討論者（兒山志保美・小野真由子）
2.	 成田有子・村山正治　2020　PCAGIPとティール　東亜大学大学院総合学術
研究科「東亜臨床心理学研究」	,	19,	97-106.
3.	 杉浦崇仁・村上恵子・吉田由美・古野	薫・北田朋子・中山幸輝・吉持慕香・
村山正治　2020　「PCAグループ」及び「PCAGIP法」に関する文献リスト
（2019）　東亜大学大学院総合学術研究科「東亜臨床心理学研究」	,	19,	123-
132.
C.学会発表
1.	 日本人間性心理学会（第39回大会）　2020　大会準備委員会企画シンポジウ
ム：新型コロナウイルス状況下での人間性心理学の実践　日本人間性心理学
会第39回大会プログラム・発表論文集,	22.
話題提供者（三國牧子・堀尾直美・下田節夫）
2.	 日本心理臨床学会第39回大会　2020　教育・研修委員会企画シンポジウム：
事例検討会を再検討する─ケースカンファレンス再考─　日本心理臨床学会
第39回大会発表論文集,	8.
シンポジスト（嘉嶋領子・村山正治・山本	力）
指定討論者（岩倉	拓・元永拓郎）
座長（横山知行・吉川眞理）
3.	 日本人間性心理学会第39回大会　2020　自主シンポジウム：人間性（心理学）
と宗教性の交差をめぐって─科学技術の時代に宗教性は何であり得るか？─　
日本人間性心理学会第39回大会プログラム・発表論文集,	35.
話題提供者（飯嶋秀治・村里忠之・高橋寛子・吉良安之・森岡正芳）
4.	 小野京子　2020　大会主催ワークショップ：表現アートセラピーの様々な場
面での適用（臨床、教育、産業領域）　日本人間性心理学会第39回大会プロ
グラム・発表論文集,	28.
D.翻訳
〔該当文献なし〕
E.海外文献紹介
〔該当文献なし〕
F.書評
〔該当文献なし〕
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付：同リスト（〜2019）「第Ⅳ部：その他」の追録
A.書籍
〔該当文献なし〕
B.研究論文
1.	 池見	陽	　2019　表現のセンスとギヴスの創造的な出会い～体験過程とアー
トの相互作用をめぐって～	　臨床描画研究,	34,	64-85.	北大路書房.
2.	 村山正治	　2009　グループワークとしての新しい事例検討：PCAGIP法入門　
子どもの心と学校臨床,	3,	遠見書房.
3.	 筒井優介　2015　夢PCAGIPの試み：グループにおける相互作用の活用　関
西大学臨床心理専門職大学院紀要「サイコロジスト」,	5,	73-81.
C.学会発表
〔該当文献なし〕
D.翻訳
〔該当文献なし〕
E.海外文献紹介
〔該当文献なし〕
F.書評
〔該当文献なし〕
統計
2020年に発行された文献、及び追録された文献を先述の坂中（2004）に従い
分類した。その結果を以前のデータと共にTableに示した。2020年に公刊され
た関連文献は74篇（「来談者中心療法・パーソンセンタード・カウンセリング」
10篇、「体験過程療法・フォーカシング指向心理療法」45篇、「ベーシック・エ
ンカウンター・グループ」15篇、「その他」４篇）であった3。
よって、これまでに日本で公刊された関連文献は8319篇（「来談者中心療法・
パーソンセンタード・カウンセリング」3599篇、「体験過程療法・フォーカシ
ング指向心理療法」2436篇、「ベーシック・エンカウンター・グループ」1899篇、
「その他」385篇）となった。
3　	学会発表は合計に含まれていない。
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お願い
リストに収録した文献の記述上の誤りを見つけられた方、また、該当する文
献を執筆された方、もれている文献を御存知の方は、筆者まで御連絡願えれば
幸いである。
連絡先　〒466-8673　愛知県	名古屋市昭和区山里町18
南山大学	人文学部　坂中正義
E-mail:sakanaka@nanzan-u.ac.jp
Fax:	052-832-3110（ダイヤルイン）3955
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